
■主な認定基準
【床面積】
①　２５㎡以上であること

②　同等以上の居住環境が確保される場合は１８㎡以上

③　ただし、居間、食堂、台所その他の住宅の部分を高齢者が共同して利用する場合にあっては、
国土交通大臣が定める基準※（９㎡シェアハウス）
※ ・住宅全体の面積は、15㎡×入居者の定員＋10㎡以上。
　 ・専用居室の入居者は１人。
　 ・専用居室の面積は、９㎡以上（造り付けの収納の面積を含む。）。
　 ・共用部分に、居間・食堂・台所、便所、洗面設備、浴室又はシャワー室、洗濯室又は洗濯場を設ける。
　 ・便所、洗面設備、浴室又はシャワー室を、居住人数概ね５人につき１箇所の割合で設ける。
【新築の場合のバリアフリー基準】
①　床は段差のない構造のものであること。

②　廊下の幅は78㎝以上であること。

③　居室出入口幅は75㎝以上、浴室出入口幅は60㎝以上。

④　浴室の短辺は130㎝以上、面積は２㎡以上。

⑤　住戸内の階段の各部の寸法は、次の各式

　　T≧19.5　　R／T≦22／21　　55≦T＋2R≦65

⑥　共用階段の各部の寸法は、次の各式

　　T≧24　　55≦T＋2R≦65

⑦　便所、浴室及び住戸内階段には、手すりを設けること。

⑧　階数三以上である共同住宅はエレベーターを設置。

⑨　その他国土交通大臣の定める基準に適合すること。
【既存の場合のバリアフリー基準】
①　便所、浴室及び住戸内の階段には、手すりを設けること。

②　その他国土交通大臣の定める基準に適合すること。
　注）概要版ですので、詳細は法令等でご確認下さい。
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